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＜グラフ＞
沖縄郵政資料センター 30周年
＜口絵＞
博物館だより
　年賀切手になった郷土玩具
千夜一夜食べ物語
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春
を
待
つ
エ
ゾ
リ
ス

�

札
幌
市　

宮
崎　

則
幸

二
十
年
ほ
ど
前
、
富
良
野
郵
便
局
で

勤
務
し
て
い
た
時
、
毎
日
十
勝
岳
連
峰

を
眺
め
て
い
る
う
ち
に
登
山
を
し
た
い

気
持
ち
が
高
ま
り
登
山
を
再
開
。
今

で
は
冬
山
も
含
め
北
海
道
各
地
の
山
に
、

年
三
十
回
以
上
登
っ
て
い
ま
す
。

カ
メ
ラ
片
手
に
絶
景
を
撮
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
こ
数
年
は
高
山
植
物
に
魅
力

を
感
じ
る
一
方
、
小
動
物
と
の
出
会
い

も
あ
り
、
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
周
り
を

注
意
し
な
が
ら
の
ハ
ー
ド
な
登
山
。
ま

た
、
撮
り
た
め
た
写
真
を
郵
便
局
窓
口

に
展
示
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
し
て
お
客

様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
さ
ら
に
私
の
写
真

を
使
っ
た
フ
レ
ー
ム
切
手
を
発
売
す
る

な
ど
、
会
社
に
も
貢
献
。

表
紙
の
写
真
は
昨
年
三
月
、
札
幌
円

山
を
登
っ
た
際
見
つ
け
た
エ
ゾ
リ
ス
で

す
。（
エ
ゾ
リ
ス
は
冬
眠
し
ま
せ
ん
）

こ
の
時
は
し
ば
し
動
か
ず
、
良
い
シ
ョ

ッ
ト
が
た
く
さ
ん
撮
れ
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙


